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山
彦
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る
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２
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３
回 

 

行
仙
宿
、
東
京
大
学
学
生
の
体
験
学
習
サ
ポ
ー
ト 

 

◇
実
施
日 

 

８
月
３
０
日
（
土
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
﨑
吉
信
、
阪
口
雄
二
、
鳥
羽
真
司
、
濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎
、

畑
林
秀
味
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
清
水
八
重
子
、
梶
野
照
雄
、

村
吉
光
夫
、
高
橋
桂
太
、
由
井
洋
三
、
藤
原
裕
一
郎 

１
４
名 

新
宮
市
役
所
・
文
化
振
興
課
；
南
課
長
補
佐
、
小
林
係
長
、
職
員
、
山
口
、
岩

口 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

４
名 

東
京
大
学
；
職
員
４
名
、
学
生
１
０
名
（
内
訳
は
後
記
） 
 

１
４
名 

  

今
年
７
月
３
日
に
市
役
所
の
山
口
君
か
ら
電
話
が
あ
り
「
今
年
も
８
月
３
０

日
に
東
京
大
学
の
体
験
学
習
を
行
仙
宿
で
実
施
し
た
い
の
で
、
面
倒
を
見
て
ほ

し
い
。
学
生
１
０
名
と
職
員
を
加
え
て
総
勢
２
０
名
位
の
予
定
だ
が
、
今
年
は

新
宮
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
市
の
子
供
た
ち

１
０
名
位
が
同
行
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

我
々
の
メ
イ
ン
の
活
動
拠
点
で
あ
る
行
仙
宿
は
、
修
験
者
や
登
山
者
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
の
学
習
や
企
業
の
研
修
の
場
と
し
て
も
広
く
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
体
験
学
習
も
、
東
京
大
学
で
あ
る
こ
と
と
、
そ

の
趣
旨
が
、
熊
野
参
詣
道
や
大
峯
奥
駈
道
の
世
界
遺
産
に
お
い
て
、
歴
史
的
伝

統
文
化
、
自
然
な
ど
を
体
験
的
に
学
び
、
地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
考

察
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
可
能
性
を
探
る
。
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
即
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

丸
太
、
杭
を
先
行
荷
揚
げ 

 
 

東
大
生
が
到
着 

 
 
 
 
 
 
 

登
り
だ
す 

８
月
上
旬
よ
り
準
備
を
始
め
た
。
行
仙
宿
で
の
予
定
に
行
仙
岳
北
面
の
段
差
補

修
材
の
運
搬
を
組
み
入
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

法
螺
貝
の
練
習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
キ
割
り
を
体
験 

村
吉
さ
ん
が
杭
や
丸
太
を
登
山
口
ま
で
運
び
こ
ん
で
あ
る
の
で
、
モ
ノ
レ
ー
ル



終
点
か
ら
行
仙
岳
ま
で
を
運
ん
で
い
た
だ
く
事
に
し
た
。
我
々
の
普
段
の
活
動

の
一
端
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
考
え
た
。 

ま
た
、
藤
原
君
が
行
者
装
束
で
参
加
し
て
く
れ
る
の
で
、
勤
行
の
導
師
を
お
願

い
し
て
、
法
螺
貝
の
練
習
も
今
回
初
め
て
加
え
た
。
大
江
さ
ん
、
清
水
さ
ん
の

参
加
で
昼
食
時
の
味
噌
汁
も
提
供
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
い
つ
も

の
薪
割
り
や
ス
ト
ー
ブ
の
着
火
も
メ
ニ
ュ
ー
に
組
み
入
れ
た
。
概
要
決
定
後
、

２
度
市
役
所
を
訪
ね
、
打
合
せ
を
重
ね
た
。 

 

当
日
は
大
江
、
湯
川
車
に
は
登
山
口
に
直
行
し
て
も
ら
い
、
濱
野
、
鳥
羽
道

場
の
沖
崎
車
は
出
発
地
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。
学
生
ら
が
乗
っ
て
い

る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
か
ら
「
初
め
て
の
道
な
の
で
、
先
導
を
お
願

い
し
た
い
」
言
わ
れ
、
午
前
７
時
３
５
分
、
先
頭
を
走
り
出
し
た
。
宮
井
大
橋

か
ら
不
動
ト
ン
ネ
ル
経
由
で
、
対
向
車
も
殆
ど
な
く
、
北
山
村
や
Ｒ
４
２
５
の

狭
小
区
間
も
す
ん
な
り
通
過
で
き
た
。
浦
向
で
ト
イ
レ
休
憩
を
し
、
予
定
よ
り

少
し
遅
れ
て
登
山
口
手
前
の
広
場
に
到
着
し
た
。 

 

登
山
口
ま
で
少
し
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
濱
野
、
鳥
羽
の
お
二
人

に
先
導
し
て
い
た
だ
き
、
沖
崎
は
車
で
登
山
口
に
向
か
っ
た
。
登
山
口
で
モ
ノ

レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
み
込
み
、
山
彦
メ
ン
バ
ー
に
今
日
の
予
定
を
説
明
。
梶
野

君
と
村
吉
さ
ん
は
杭
や
丸
太
を
コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
へ
運
び
上
げ
て
い
た
。 

５
分
ほ
ど
で
学
生
た
ち
が
着
き
、
今
日
の
学
習
予
定
や
注
意
事
項
を
説
明
し
、

登
り
始
め
た
。
畑
林
秀
君
は
小
屋
に
向
か
わ
ず
、
補
給
路
の
補
修
を
一
人
で
行

い
、
七
曲
付
近
を
き
れ
い
に
整
備
し
て
く
れ
た
。
沖
崎
、
梶
野
が
モ
ノ
レ
ー
ル

で
登
り
、
コ
マ
ツ
ハ
ウ
ス
で
荷
物
を
降
ろ
し
て
全
員
の
到
着
を
待
つ
。
１
０
分

足
ら
ず
で
先
頭
の
学
生
が
着
い
た
。 

事
前
に
「
体
力
が
あ
り
そ
う
な
学
生
を
選
抜
し
ま
し
た
」
と
聞
い
て
い
た
が
、

そ
の
通
り
で
到
着
が
早
い
。
こ
れ
な
ら
資
材
荷
揚
げ
も
大
丈
夫
だ
と
判
断
し
て
、

杭
や
丸
太
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
。 

行
仙
宿
で
１
０
分
ほ
ど
休
憩
し
、
お
堂
で
勤
行
を
行
う
。
お
堂
の
幟
や
マ
キ
割

り
の
準
備
は
、
先
行
し
た
メ
ン
バ
ー
が
済
ま
せ
て
く
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

昼
食 

 
 
 
 
 
 
 
 

行
仙
岳
に
向
か
う 

 
 
 
 

行
仙
岳
山
頂
で 

藤
原
君
導
師
で
勤
行
を
始
め
る
。
勤
行
を
終
え
、
法
螺
貝
の
練
習
開
始
。
「
吹

い
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
希
望
者
を
募
る
と
、
ほ
ぼ
全
員
が
手
を
挙
げ
た
。
少

し
音
が
出
る
と
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
、
え
ら
く
盛
り
上
が
る
。
半
数
ほ
ど
が

法
螺
貝
を
吹
き
終
え
、
マ
キ
割
り
の
体
験
に
移
っ
た
。
一
昨
年
の
学
生
も
そ
う

だ
っ
た
が
、
全
員
が
意
欲
旺
盛
で
果
敢
に
マ
キ
割
り
に
挑
ん
で
い
た
。
若
干
へ

っ
ぴ
り
腰
も
あ
り
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
が
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、

丸
太
が
割
れ
る
度
に
大
き
な
拍
手
も
あ
り
、
こ
の
作
業
が
一
番
盛
り
上
が
っ
た

よ
う
で
、
印
象
に
残
っ
た
よ
う
だ
。 

 

午
前
１
１
時
半
に
な
り
、
小
屋
で
昼
食
を
摂
る
。
食
後
は
座
学
、
沖
崎
よ
り

山
彦
の
紹
介
や
小
屋
・
奥
駈
道
の
こ
と
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
の
話
を

し
た
。
午
後
は
行
仙
岳
ま
で
荷
揚
げ
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
う
。
今
日
早
く
下
山
す



る
湯
川
君
は
、
鳥
羽
さ
ん
と
二
人
で
丸
太
を
持
っ
て
行
仙
岳
に
先
行
し
た
。 

学
生
諸
君
は
背
負
子
に
興
味
が
あ
る
よ
う
で
、
杭
を
背
負
子
に
括
っ
て
荷
揚
げ

し
て
く
れ
た
。
大
江
さ
ん
お
二
人
と
濱
野
君
に
小
屋
の
片
付
け
を
任
せ
、
鳥
羽

さ
ん
は
こ
の
日
２
回
目
の
荷
揚
げ
で
行
仙
岳
ま
で
往
復
さ
れ
た
。
４
０
分
程
で

行
仙
岳
に
着
く
。
途
中
、
笠
捨
山
や
継
ノ
窟
な
ど
を
梶
野
君
が
説
明
し
て
く
れ

た
。
行
仙
岳
北
側
の
自
然
林
を
見
て
「
大
峯
奥
駈
道
は
昨
日
ま
で
見
て
き
た
熊

野
古
道
と
随
分
違
う
」
と
、
率
直
な
感
想
も
聞
こ
え
た
。
捲
き
道
経
由
で
行
仙

宿
に
戻
り
、
小
休
止
の
後
下
山
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

お
堂
前
、
全
員
で 

 
 
 
 
 

下
山
準
備 

 
 
 
 
 
 
 
 

下
山 

  

事
故
や
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
し
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。 

学
生
諸
君
か
ら
も
、
よ
か
っ
た
、
い
い
経
験
が
で
き
た
。
と
の
声
を
頂
い
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 

  

東
京
大
学 

 

秋
山
聰 
 

（
副
学
長
・
教
授
） 

 

斎
藤
智 

 

（
本
部
職
員
） 

 

山
崎
将
志 

（
本
部
職
員
） 

 

右
田
美
奈 

（
本
部
職
員
） 

 

吉
田
莉
々 

（
統
合
文
化
研
究
科
） 

森
本
智
子 

（
教
養
学
部
） 

小
林
聖
治 

（
経
済
学
部
） 

石
田
龍
樹 

（
教
育
学
研
究
科
） 

前
川
名
月
実
（
工
学
系
研
究
科
） 

谷
口
幸
弥 

（
学
際
情
報
学
府
） 

楠
川
晨
也 

（
教
育
学
部
総
合
教
育
科
） 

大
石
菜
月 

（
教
養
学
部
） 

比
嘉
龍
聖 

（
農
学
部
） 

ジ
ャ
ヤ
ビ
ク
ラ
マ
幸
一
（
教
育
学
研
究
科
） 
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